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　火星 の極域科学 と探 査 に 関す る 第 2回国 際会議

（The　Second　International　Conference　on 　Mars　Po］ar

Science　and 　Exploration）が 2000年8月21〜25日 に ア

イス ラ ン ドの レ イキ ャ ビ クで 開催さ れ た．主催者は

Geological　 Survey　of　Canada（GSC ），Internatiena］

Glaciological　Society（ IGS），Lunar　 and 　 P且anetary

Institute（LPI）　，　 National　 Aeronautics　and 　Space

Administration（NASA ），　University　of 　lceland（UI）及 び

Rcykjavik　European　City　of 　Culture　in　the　Year　2000 で
，

コ ン ビーナーは LPIの Stephen　Clifford，　GSC の David

Fisher，　UCLA の David　Paige，　UI の Helgi　Bjornssen及 び

T．Thorstcinssonで あ っ た．参加 者 は 100名程 度で、

その うちの 6割 は アメリカ 人で NASA 関係者及びNASA

と共同研究を行っ て い る大学の 関係者であっ た 。 他

は アイス ラン ド，フ ラ ンス
， デ ン マ

ー
ク， ドイツ ， イギリ

ス，カナダ、ロ シ ア，イタリア，ポーラ ン ド，ブ イン ラ ン ド，

ハ ン ガリ
ー

t オ
ー

ス トリァ などか ら参加が あり，日本か

らは筆者 を含め 5名 ：樋 口 （名古屋市科学館）， 藤 田

（北大工），
ス ーデ ィク（北 大低温研），横畠（北 大 理 ），

東（長岡技大）が参加した 。

　この 会議は惑星研究者と雪氷研究者が
一堂に会し

て 火星 の 極冠 とそ れ に 関す る諸問題 につ い て議論 し、

将来 の 火 星 の 極地 研 究 に新しい 方向付け を行うこ と

を目 的 として 開か れ た もの で あり、科学組織委員会 は

Terrestria且members と P］anetary　members の 両 方か ら

な っ て い る。第1回 目 は 1998年 10月に 米国の ヒュ
ー

ス

トン で 開 催 され た 。そ の 会 議で は Mars　Global

Surveyor（MGS ）に搭 載 され た レーザー高度計 ；　Mars

Orbiter　Laser　Altimeter（MOLA ）に よる 火星 の 両極の

詳細な表面 トポ グ ラ フ ィが 明 らか に なり，両極 とも3k

m の 厚さの 氷床 らしきもの が存在 して い るこ とが示さ

れ た．こ の 会議には初 めて 各国の 雪氷研究者 （特 に

地球の 氷河学者）が 参加し，ドライアイス の 強度で は

3km の 厚 さを維持で きない ため，両極冠ともH20氷 の

可能性が高い こ とを示した．また北極氷床 の 表面 トポ

グ ラフ ィ
ーは幅約20km 深 さ数百 m の 渦巻き状 の 溝を

有す る特殊な形状 で 地球氷床 で は全 く見られ なく，こ

の 形成 メカ ニ ズ ム の 謎が 雪氷研究者 の 間 で は 大 きな

話題 となっ た，こ れ を受けて 1999年 8月に 雪氷研究者

が コ ペ ン ハ ーゲ ン で ワークシ ョ ッ プ を開 き，火星北極

氷床の 形状 と流動につ い て議論 した．ここ では火星

北極氷床は年間数cm の オ
ーダーで 流動して い るこ と

や，流動計算から氷 の 年代 は古 い もの で 数千万年 で

あ るこ とが 理論的 に示され た が ，奇妙な溝の 形成メ

カニ ズ ムに つ い ては 謎 の ままで あっ た．この ように火星

極域研究の 機運が高まっ て きた中で第2回目の 標記会

議が 開催され た．

　今回 の 会議の 日程とセ ッ シ ョン の 内容は 以 下 の 通

りで ある．
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1日目

セ ッ ショ ン1 「初期 の 火星」：

　講演3件と総合討論

セ ッ シ ョ ン 2， 3 「火 星極域 の地学 と Mars　GlobaI

Surveyor （MGS ）に よる最新 の 観測結果」：

　講演 5件と総合討論

セ ッ ショ ン 4 「火星極冠 の 組成と熱物理的性質」：

　講演4 件と総合討論

ポ ス ターセ ッ ショ ン ：

　研究発表29件

2日目

セ ッ シ ョ ン 1 「火星極地雪氷学」：

　講 演 4 件 と総 合討論

セ ッ シ ョ ン 2 「火星極地水文学」：

　講演3件と総 合討論

セ ッ ショ ン3 「ア イス ラ ン ドの 氷河地形 との 類似」

　 講演 4 件

　 「ア イス ラ ン ドの 氷河地形 との 類似」に 関す る パ ネ

　 ル デ ィ ス カッ ショ ン

ポス タ
ー

セ ッ ショ ン ：

　研究 発 表 30件

3日目

野外巡検 ：

　ア イス ラン ドの 火山性氷河地形

4日目

セ ッ シ ョ ン 1， 2 「火星 の 大気 と極 冠 の 季節変動」：

　講演 9件と総 合 討論

セ ッ シ ョ ン3 「火星の気候変動と極冠層位」：

　 講演 6f牛と総合討論

　火星極域科学総括パ ネル デ ィス カッ シ ョ ン

　 懇親会

5 日目

セ ッ シ ョ ン 1 「次期火 星探査計画」：

　講演 2件と総合討論

セ ッ シ ョ ン 2 「探査技術 とプラ ッ トフ ォ
ーム」：

　講演 6件
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セ ッ ショ ン 3「火星探査将来計画」：

　講演 4件 と総合討論

　火星極域科学と探査の 将来展 望 に関す るパ ネ ル

　 デ ィス カッ シ ョ ン

　会議総括

　こ の ように 内容は 盛 り沢 山 で あり，毎日朝9時か ら夜

10 時 まで 参 加 者 は熱心 に 討 議 した ．Mars　Polar

Lander（MPL ）の 失敗に より，2年前の 第 1回会議より新

しい デ
ータは出 て こ ない の で はと危惧して い たが，そ

の 後蓄積したMGS に よる観測 デ
ータを基に した 多くの

研究発表 に興味深 い もの が 多く，参加者の 関心を引き

付 けて い た ．特 に MGS に 搭 載 され た MOLA
，
　 MOC

（　Mai・s　Orbiter　Camera ）及 び TES （Thermal 　Emission

Spectrometer）の 2年半 にわたる観測により， 次 の 新し

い 事実が示された．

D 両極 で は 冬 に2m ほ ど表面高度が増加し，夏 に は

　減少して もとに戻る とい う季節変動を繰 り返す．

2）南極冠 の 表面 は直径数百m 深さ十数m の ス イス

　チ ーズ の ような形状 の 窪地 が 多数存在 して おり，

　 こ の ような地形は 南極冠以 外に は 見られ ない ．

3）北極冠表面 は ］OOm オ
ー

ダーで は 平坦 で あ るが

　 10m オ
ーダーで は 極 め て起伏に富み，直径約 10

　 m 深 さ約2m の 孔が 多数開い て お りス ポ ン ジ状に

　 な っ て い る．

4）北極冠 の 南 に 面 した 断崖側面の 詳細 な写真 か ら

　 メ
ートル オーダー

の 縞状 の 堆積層構造 が 見 られ

　 数百 km に わたっ て 続 い て い る．南極冠 の 断崖側

　 面部分は厚 さ10m 程度の テ ラ ス 状層構造になっ

　 て い る．

5）極周辺 の 表面 の CO2霜 の 生成 と消滅と見 られ る

　 もの をMOC とTES が 良 く捕 らえて い る．

　会議 で は こ れ らを 説明す る 様 々 な推論 や モ デ ル が

発表され たが，この 会議によっ て得られ た現時点で の
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参加者の コ ン セ ン サ ス は ，両極は冬に は 表面 が 1〜

2m の 厚さの ドラ イア イス で 覆われ春から夏にかけ て

昇華して消失すること，両極冠内部は地球氷床と同様

にH ，Oが層状 に堆積したもの で あるが ， 地球 に 比べ て

かなり多くの ダ ス トを含んで おり， 層ごとの含有量 の増

減が火星 の 気候 ・環境 変動 を反映したもの で あ るこ

と， また両極冠 の 表面に見 られる特異 な形状 は堆積

物の昇華過程に より形成され た と見るの が 妥当で，両

極 の 違 い は極冠 を構 成してい る物質の組成の 違い と

考えられることで ある． しかしなが らこ れら極冠 の 形

成お よび 変動 メ カニ ズム に つ い て は謎の ままで ある．

　今回 の 参加者の惑星研究者 と雪氷研究者 の 比率 は

8 ；2ぐらい で あり、前回 に 比 べ て 雪氷研究者の参加

は減少 したように思えた 。 その 理 由は前年 に コ ベ ン

ハ ーゲ ン で会議を開い て 間が 無 い こ ともあるが ， MPL

の 失敗により期待されて い た新しい デ
ータが得られ な

くなっ たこ とも大きい ．今回参加し た雪氷研究者の 研

究 の 多くは氷床 モ デ ラ
ーに よる理論研究で あり，現地

で の観測や サ ン プル 解析を主 とする多くの 雪氷研究

者に は今 の とこ ろ ア プ ロ ーチ の しようが 無い か ，あま

り関心 が 無い か で ある，筆者の 専 門分野 は実験を主

とす る雪氷物 理 と現地 調 査 を 主 とす る氷 河学 の 両 分

野 に またが っ て い る が ， 今後 ， 多くの 雪氷物理研究者

の 参加が必要で あり，また活躍で きる場で ある と痛感

した．特 に氷 の 物理化学 の 分野 で は 宇宙の 氷に 関す

る研究が 多くされ て い るが ， こ れ らの研究者の 参加が

今後の火星極域研究の発展 に大きく寄与することは 明

らか である．また，現在 （当分の 間）得られ る データは

表面トポ グ ラフィ
ーや 組成 に 関するもの で あり，こ れら

から見られ る特異な地形の研究に お い で地球の氷河

地形研究者が活躍 で きるこ とは疑 い も無 い ．さらに，今

後の火星探査 の 興味の
一

つ はや はり生命の存在で あ

り，存在確 立 の 高い 両極地 が 探査の ターゲ ッ トとして

上が っ て きて い る．こ の 会議 で はサ ンプ ル の 現地解析

やさらにはサ ン プル の 持 ち帰 りに至 る短期 中期 の 火星

探査計画に お ける技術開発研究 もNASA 関係者か ら
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示 され た．

　火星極域 の 研究は多くの 分野にまたが り， 火星 の 科

学だけで なく地球の 気候環境変動メ カニ ズ ム を解明

する上 で も，また生命の 存在や将来の 火星探査時の

水 ・エ ネル ギー資源 としても重要で あり， 今世紀の 大

きな研究領域 に なるこ とが 期待され る．

　尚 ， 本 会議 に関す る研 究発表 はICARUS 特集号

”The　Second　Mars　Potar　Science　Special　lssue”として

出版 され る 予定である．
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